
立川市の持つ長く深く、そして今
現在も発信中の全ジャンルの魅力的
な文化の全てを、応援いたします。

　「たちかわ交流大使」就任を記念して立川いったい音楽まつり
後夜祭のライブを開催します。
費無料（全席自由）定1,000人（抽選）申４月30日㈭〔消印有効〕まで
に住所、氏名、電話番号、希望人数（２人まで）、返信用宛先を
書いて、往復はがき（１人１枚）で立川市地域文化振興財団「山
下洋輔」係〔〒190-0022錦町3-3-20〕へ問同財団☎（526）1312

4
月
を
迎
え
、
新
年
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
10
年
間
を
見
据
え
た

本
市
の
新
た
な
将
来
像「
に
ぎ
わ
い

と
や
す
ら
ぎ
の
交
流
都
市 

立
川
」に

向
け
、
市
行
政
も
ス
タ
ー
ト
を
切
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。

来
た
る
べ
き
少
子
化
・
高
齢
化
や

人
口
減
少
に
対
応
し
つ
つ
、
ま
ち
の

繁
栄
と
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

さ
ら
に
継
続
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
市
内
外
に

積
極
的
に
発
信
し
、
多
く
の
来
街
者

を
呼
び
込
む
と
と
も
に
市
民
に
愛
さ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
ま
さ
に
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
動
力
と
し
て
、
こ
の
た

び
市
内
在
住
の
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

で
あ
り
、
国
立
音
楽
大
学
の
教
授
で

も
あ
る
、
山
下
洋
輔
さ
ん
を
本
市
初

の
た
ち
か
わ
交
流
大
使
に
任
命
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
に
は
そ
の
知
名
度
と
温

か
い
包
容
力
の
あ
る
人
格
か
ら
、
国

内
は
も
と
よ
り
、
世
界
に
向
け
て
立

川
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
た
だ
く
と

同
時
に
、
市
内
の
小
・
中
学
生
や
市

民
文
化
の
向
上
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

5
月
に
は
就
任
を
記
念
し
た
無
料

ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
世
界
的
な
演
奏
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

国内のみならず世界各国で演奏活動を展開するジャズピアニスト。
母校国立音楽大学の客員教授を務める。昨年、11月に絵画の寄贈を
記念して、立川市役所でミニライブを行う（下写真）。市内在住。

山
や ま し た

下洋
よ う す け

輔さん

　
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
向
け
て
、
よ
り
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
、

「
た
ち
か
わ
交
流
大
使
」を
設
け
ま
し
た
。
初
の
交
流
大
使
に
は
市
内
在
住
の

山
下
洋
輔
さ
ん（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）が
就
任
し
ま
し
た
。

問
広
報
課
・
内
線
2
7
4
7

5月17日日午後7時開演
たましんRISURUホール大ホール  出演：山下洋輔ニュー・カルテット

たましんRISURUホールで握手をかわす
山下さんと清水市長

ミニライブの様子
11月19日（市役所１階ロビー）

場サンサンロード（曙町）、飲食店などHPhttp://w
ww.tachikawa-chiikibunka.or.jp/tachikawa_mu
sic/問立川いったい音楽まつり実行委員会事務局

〔立川市地域文化振興財団内〕☎（526）1312

立川いったい音楽まつり
5月16日土17日日午前11時～午後9時

第4回

山下さんからの
メッセージ

発行／立川市　編集／総合政策部広報課
立川市役所　〒190-8666 立川市泉町1156-9
Tel 042（523）2111〔代表〕 Fax 042（521）2653

に ぎ わ い と や す ら ぎ の 交 流 都 市  立 川
［ 今号の主な内容 ］

2面  平成27年度予算の概要
3面  第4次長期総合計画を策定
4面  介護保険の制度改正／グループ旅行高齢者

支援事業
5・6・7面  各計画案を作成　皆さんのご意見をお寄せください

8・9面  スポーツ／健康／市民伝言板／講座／シニア／催し
10・11面  お知らせ／募集／くらしの相談日程

12面  緑化まつり

市
民

と市政のつながりを“わ”で
表し
てい

ま
すホームページ●http://www.city.tachikawa.lg.jp/

ツイッター（@tachikawa_tokyo）●https://twitter.com/tachikawa_tokyo
動画チャンネル（YouTube）●https://www.youtube.com/user/TokyoTachikawa

No.1389

平成27年（2015年）
月２回（10日・25日）発行
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目的別
歳出歳入

性質別

　

民生費	 351億5,536万円
子どもや高齢者、体の不自由
な方への福祉のために

教育費	 86億1,557万円
学校・学習館・体育施設など
の整備や教育振興に

土木費	 76億3,200万円
道路や公園の整備など、
住みよいまちづくりに

総務費	 74億3,370万円
行政運営のために

衛生費	 57億407万円
ごみ収集や環境の保全、
市民の健康を守るために

公債費	 39億4,093万円
市の借入金の返済のために

その他	 45億5,237万円
消防費・農林費・議会費・
労働費・商工費など

扶助費	 232億3,196万円
福祉関係

物件費	 114億3,319万円
物品の購入や委託など

人件費	 113億305万円
市長や職員の給料など

投資的経費　88億2,906万円
資産形成となる建設費など

繰出金	 76億7,179万円
他会計への繰出金

補助費等			57億1,532万円
他団体への補助金など

公債費	 39億4,093万円
借金や利子の返済など

その他	 9億870万円

市税　381億4,491万円
個人市民税や法人市民税、
固定資産税など

国庫支出金　147億859万円
国からの補助金など

都支出金　88億3,989万円
都からの補助金など

地方消費税交付金
38億9,200万円
地方消費税のうち、市に配分
されるもの

市債　25億8,500万円
建物の建設や土地の購入など
のための市の借金

使用料および手数料
15億7,968万円
施設使用料や申請手数料など

その他　32億8,393万円
基金からの繰入金や
分担金および負担金など

一般会計
730億3,400万円
（前年度比1.0%増）

立川市の予算
総額1,349億1,714万円
（前年度比2.8%増）

特別会計
618億8,314万円
（前年度比5.0%増）

一般会計730億3,400万円の内訳

　一般会計は、福祉や教育、
防災、道路の整備など、市の
基本的な仕事を行うための会
計です。主な収入源は市税や
国・都からの補助金などです。
一般的に市の予算とは、この
一般会計のことをいいます（下
棒グラフ参照）。

　特別会計は、収支を明確にするため、特定の歳入を特定の歳出に充てて経理
する必要のある事業について、一般会計とは区別して設けられている会計です。

①競輪事業
193億3,473万円
（前年度比7.0％減）

④駐車場事業
1億5,872万円
（前年度比3.0％増）

②国民健康保険事業
214億2,864万円
（前年度比13.0％増）

⑤介護保険事業
121億4,737万円
（前年度比14.3％増）

③下水道事業
54億8,355万円
（前年度比6.1％増）

⑥後期高齢者医療事業
33億3,013万円
（前年度比3.7％増）

平成27年度

予算の概要
　市は、「にぎわいとやすらぎの交

流都市	立川」の実現に向け、平成27

年度予算を編成しました。一般会計

と６つの特別会計の総額は、1,349

億1,714万円で、前年度に比べて36

億9,844万円の増となっています。

問財政課・内線2676

市の予算は2つの会計に
分類できます

行財政改革の成果として、平成27年度は約9億
1,000万円の財源を確保しました。主な内容として、
錦・上砂児童館や柴崎・上砂・多摩川図書館への指
定管理者制度の導入など、歳出の見直しにより約3億
2,000万円を削減。また、ネーミングライツや広告料
収入により約1,700万円を確保。

⃝職場での人材育成を進め、職場力の強化を推進
⃝職員倫理条例等のコンプライアンス規範を引き続き浸透させ、組織的な対応を図る
⃝保全計画に基づく大規模改修や老朽化対応を実施
⃝道路や下水道といったライフラインを含めた「公共施設等総合管理計画」の策定
⃝「公共施設のあり方方針」に基づく、「第一期再編個別計画」の策定

行財政改革により約9億1,000万円を確保その他の力点を置く施策
「職員の人材育成とコンプライアンスの推進」と「公共施設の保全」

　つの
重点施策
（主なものを掲載）

⃝児童館や地区図書館への指定管理者制度の導
　入の推進
⃝公立保育園の民営化の推進
⃝新たな窓口サービスの展開
⃝市内本店事業者の入札参加基準の緩和（工事契約）
⃝効率的な組織体制の構築と職員定数の適正化

行財政改革
⃝「市長と語ろう！」の開催や「広報たちかわ」など
による積極的な情報公開
⃝シティプロモーションに取り組み、本市の魅力
や価値を発信
⃝「たちかわ交流大使」の創設（１面参照）

分かりやすい市政情報の発信

⃝子ども・子育て支援新制度に対応し、保育の
量の拡大と質の向上に努める
⃝子育てひろばや学童保育所など、地域のニー
ズに応じた多様な子育て支援を展開
⃝市内全域に地域福祉コーディネーターを配置

新たな仕組みづくりへの対応
⃝避難所機能・防災倉庫の整備や、備蓄品の更新
⃝災害時に医学的な助言や調整を行う災害医療
コーディネーターの新たな任用
⃝立川断層の最新の調査結果をもとに、市民向
けの講演会を開催
⃝駅周辺安全事業の充実と消費者被害等の防止

防災・防犯への取り組み
⃝ごみ減量とリサイクルの周知・啓発（特に事業
系ごみの減量）
⃝清掃工場の移転に向けて、候補地周辺住民と
の合意形成に丁寧に対応
⃝再資源化施設実証導入の継続

ごみ減量とリサイクルの推進

問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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名
称
と
任
期
も
書
い
て
、
直
接
、
ま

た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル

で
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係（
市
役

所
2
階
73
番
窓
口
）内
線
2
３
６
５

Fax（
５
２
２
）９
７
２
５
etoshikei

kaku@
city.tachikaw

a.lg.jp

へ

一
小
建
替
え
事
業
が
完
了

　

第
一
小
学
校
建
替
え
事
業
は
、
校

庭
や
通
学
路
の
整
備
な
ど
が
3
月
に

完
了
し
、
全
て
の
工
事
が
終
了
し
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
昨
年
8
月
に

完
成
し
た
校
舎
に
加
え
て
、
4
月
か

ら
は
新
し
く
な
っ
た
校
庭
で
勉
強
や

ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

仮
設
校
舎
建
設
か
ら
約
3
年
に
わ

た
る
工
事
中
、
ご
理
解
と
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
教
育
総
務
課
・
内
線
2
4
7
4

九
小
大
規
模
改
修
工
事
が
完
了

　

第
九
小
学
校
大
規
模
改
修
工
事
が

3
月
に
完
了
し
、
子
ど
も
た
ち
は
4

月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
校
舎

で
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
改
修
工
事
は
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
た
校
舎
等
の
長
寿
命
化
を

図
る
た
め
改
修
し
た
も
の
。
主
な
改

修
内
容
は
、
外
壁
・
建
具
・
内
装
、

ト
イ
レ
改
修
で
す
。
ま
た
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
し
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
仮
設
校
舎
の
撤
去
、
校
庭

の
整
地
と
芝
生
化
を
8
月
ま
で
に
行

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
・
内
線
2
4
7
4

市
議
会
定
例
会
が
閉
会

　

平
成
27
年
第
1
回
市
議
会
定
例

会
は
、2
月
19
日
〜
3
月
19
日
の
会

期
で
開
か
れ
、市
が
提
出
し
た
議
案

成
し
ま
す
▼
就
労
に
関
す
る
相
談
支

援
を
行
い
ま
す
▼
離
職
等
に
よ
り
住

居
を
失
っ
た
方
、
失
う
お
そ
れ
の
あ

る
方
に
、
一
定
の
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
支
給
を
受

け
る
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
で
、
離
職
等
に

よ
り
生
活
に
困
っ
て
い
る
方

●
開
設
場
所　

立
川
市
社
会
福
祉
協

議
会（
富
士
見
町
2
‒ 36 

‒ 47
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

●
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時
15
分（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
と
年
末
年
始
を
除
く
）

問
立
川
市
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
☎（
5
0
3
）4
3
0
8

都
市
計
画
審
議
会
市
民
委
員

を
募
集

　

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
都
市
計
画

に
か
か
わ
る
事
項
を
審
議
す
る「
都

市
計
画
審
議
会
」の
市
民
委
員
を
募

集
し
ま
す
。
同
審
議
会
は
学
識
経
験

者
、
議
会
議
員
、
市
民
委
員
な
ど
17

人
程
度
で
構
成
さ
れ
、
会
議
は
公
開

し
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
27
年
5
月
11
日
現
在
、

引
き
続
き
3
か
月
以
上
市
内
に
住
所

の
あ
る
20
歳
以
上
で
、
原
則
平
日
昼

間
の
会
議
に
出
席
で
き
る
方（
年
4

回
程
度
開
催
予
定
）▼
任
期
＝
任
命

の
日
か
ら
2
年
間
▼
報
酬
＝
市
の
規

定
に
よ
る
▼
募
集
人
数
＝
2
人（
選

考
）▼
申
込
方
法
＝
5
月
11
日（
月
）

〔
消
印
有
効
〕ま
で
に
、
応
募
用
紙

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
職
業
と「
あ
な
た
の
考
え
る
立

川
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」の
意

見（
8
0
0
字
程
度
）、
他
審
議
会
等

委
員
を
務
め
る
場
合
は
審
議
会
等
の

43
件
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
訳
は
、
▼
予
算
7
件
＝
平
成
27

年
度
立
川
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
▼

補
正
予
算
8
件
＝
平
成
26
年
度
立
川

市
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
▼
条
例

24
件
＝
立
川
市
図
書
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
な
ど
の
ほ
か
、
立

川
市
第
4
次
基
本
構
想
に
つ
い
て
、

道
路
2
件
、
そ
の
他
1
件
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、委
員
会
提
出
議
案
1

件
、議
員
提
出
議
案
2
件
が
審
議
さ

れ
可
決
。ま
た
請
願
3
件
と
陳
情
1

件
が
審
議
さ
れ
2
件
が
採
択
、1
件

が
不
採
択
、1
件
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
市
議
会
定
例
会
は
6
月
11

日（
木
）か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
で
す
。

問
議
会
事
務
局
・
内
線
3
3
2
7

人
事
異
動

　

市
は
４
月
１
日
付
で
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。

●
部
長
級
の
異
動　

次
の
通
り
で
す

（
か
っ
こ
内
は
旧
職
名
）▽
行
政
管
理

部
長
＝
田
中
準
也（
福
祉
保
健
部
長
）

▽
市
民
生
活
部
長
＝
渡
辺
晶
彦（
総

合
政
策
部
企
画
政
策
課
長
）▽
福
祉

保
健
部
長
＝
諸
井
哲
也（
総
合
政
策

部
行
政
経
営
課
長
）▽
ま
ち
づ
く
り

部
長
＝
栗
原
洋
和（
都
市
整
備
部
開

発
調
整
担
当
部
長
）▽
ま
ち
づ
く
り

部
基
盤
整
備
担
当
部
長
＝
吉
野
晴
彦

（
市
民
生
活
部
長
）▽
環
境
下
水
道
部

長
＝
大
野
茂（
行
政
管
理
部
人
事
課

長
）▽
公
営
競
技
事
業
部
長
＝
大
平

武
彦（
市
民
生
活
部
生
活
安
全
課
長
）

▽
会
計
管
理
者
＝
宮
崎
晴
至（
議
会

事
務
局
長
）▽
議
会
事
務
局
長
＝
小

林
滋（
会
計
管
理
者
）　

　

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
職
員（
課

長
・
係
長
）の
異
動
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
人
事
課
・
内
線
2
5
7
3

「
声
の
広
報
」「
声
の
議
会
報
」 

の
ご
利
用
を

　

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に「
声

の
広
報
」「
声
の
議
会
報
」 

を
作
成

し
、
希
望
者
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。

C
D（
Dデ
イ

ジ

ー

A
I
S
Y
規
格
）か
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
の
い
ず
れ
か
を
選
べ
ま
す
。

申
▽
声
の
広
報
＝
広
報
課
・
内
線

2
7
4
4
へ
▽
声
の
議
会
報
＝
議
会

事
務
局
・
内
線
3
3
2
2
へ

公
開
す
る
会
議
日
程

　

市
は
、
開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す

る
た
め
、
会
議
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
直
接
会
場
へ（
先
着
順
）。

●
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会　

時

4
月
15
日（
水
）午
後
1
時
30
分
〜
3

時
場
市
役
所
208
・
209
会
議
室
定
15

人
問
保
険
年
金
課
業
務
係
・
内
線

1
3
9
0

●
職
員
倫
理
審
査
会　

時
4
月
20
日

（
月
）午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所
210
会

議
室
定
10
人
問
人
事
課
人
事
係
・
内

線
2
5
7
3

●
建
築
審
査
会　

時
4
月
21
日（
火
）

午
後
3
時
か
ら
場
市
役
所
104
会
議
室

定
5
人
問
建
築
指
導
課
庶
務
係
・
内

線
2
3
3
1

●
防
災
会
議（
地
域
防
災
計
画
の
改

定
）　

時
4
月
24
日（
金
）午
後
1
時

10
分
か
ら
場
市
役
所
302
会
議
室
定
10

人
問
防
災
課
・
内
線
2
5
3
5

●
農
業
委
員
会
総
会　

時
4
月
24
日

（
金
）午
後
2
時
か
ら
場
市
役
所
210
会

議
室
定
4
人
問
農
業
委
員
会
事
務
局

・
内
線
2
6
5
4

●
文
化
財
保
護
審
議
会　

時
4
月
24

日（
金
）午
後
6
時
か
ら
場
歴
史
民
俗

資
料
館
定
6
人
問
生
涯
学
習
推
進
セ

ン
タ
ー
文
化
財
係
☎（
5
2
5
）0
8

6
0

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
は
平
成
27
年
度
も
継
続
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は「
広
報
た
ち
か
わ
」５
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す〔
福
祉
総
務
課
・
子
育
て
推
進
課
〕

　

市
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
10
年
間

の
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
第
4
次

長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
計
画
は
、
第
4
次
基
本
構
想（
平

成
27
年
度
〜
36
年
度
）と
前
期
基
本

計
画（
平
成
27
年
度
〜
31
年
度
）で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

基
本
構
想
は
、
新
た
な
将
来
像

「
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
交
流
都

市 

立
川
」の
も
と
、
5
つ
の
都
市
像

を
定
め
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
政
策

展
開
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り

ま
す

　

4
月
1
日
に「
地
方
教
育
行
政
の

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

教
育
委
員
会
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
教
育
の
政
治
的
中
立
、
継

続
性
・
安
定
性
を
確
保
し
つ
つ
、
地

方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任
の
明
確

化
、
迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、

首
長
と
の
連
携
強
化
等
を
図
る
も
の

で
、
主
な
変
更
点
は
次
の
通
り
。

●
教
育
行
政
の
責
任
を
明
確
に　

教

育
委
員
長
と
教
育
長
を
一
本
化
し
た

新「
教
育
長
」を
設
置
し
ま
す
。
新
教

育
長
は
、
教
育
委
員
会
の
会
務
を
総

理
し
、
教
育
委
員
会
を
代
表
し
ま
す
。

な
お
、
現
教
育
長
の
任
期
中
は
、
原

則
現
行
体
制
と
な
り
ま
す
。

●「
総
合
教
育
会
議
」を
設
置　

市
長

と
教
育
委
員
会
で
構
成
す
る
総
合
教

育
会
議
を
設
置
し
ま
す
。
会
議
は
市

第
４
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定

に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
交
流
都
市 

立
川

前
期
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
掲

げ
た
5
本
の
政
策
を
37
本
の
施
策
に

体
系
化
し
、
市
政
運
営
を
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
今
後
、
広
報
特

集
号
を
発
行
し
、
く
わ
し
く
お
知
ら

せ
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
本
計
画

の
冊
子
は
、
6
月
以
降
に
市
内
の
各

公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
・
内
線
2
6
8
8

長
が
招
集
し
、
教
育
の
振
興
に
関
す

る
施
策
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
重

点
的
に
講
ず
べ
き
施
策
等
を
協
議
し

ま
す
。

●
教
育
に
関
す
る「
大
綱
」を
市
長
が

策
定　

市
長
は
教
育
委
員
会
と
協

議
・
調
整
し
、
教
育
、
学
術
お
よ
び

文
化
の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施

策
に
つ
い
て
、
そ
の
目
標
や
方
針
を

定
め
る
大
綱
を
策
定
し
ま
す
。

問
教
育
総
務
課
・
内
線
2
4
6
5

生
活
や
仕
事
な
ど
で
困
っ
て

い
る
方
に
～
無
料
相
談
窓
口

　

市
は
、
生
活
や
仕
事
な
ど
で
お
困

り
の
方
を
対
象
と
し
た
無
料
相
談
窓

口「
立
川
市
く
ら
し
・
し
ご
と
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

●
支
援
内
容　

▼
経
済
的
な
問
題
を

は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え

た
方
の
相
談
を
聞
き
、
自
立
へ
の
支

援
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
自
立
に
向
け
た
プ
ラ
ン
を
作

新
た
な
将
来
像

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）



4平成27年（2015年）4月10日

　
平
成
27
年
度
は
3
年
に
1
度
の
改

正
の
年
で
す
。
今
回
の
介
護
保
険
制

度
の
主
な
改
正
点
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

▼
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
方
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

に
支
払
う
自
己
負
担
割
合
と
自
己
負

担
の
上
限
額
が
変
更
と
な
り
ま
す

（
8
月
か
ら
）▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
新
規
入
所
対
象
者
は
、
原
則

要
介
護
3
以
上
の
方
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
要
介
護
1
ま
た
は
要
介
護
2

の
方
で
も
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

以
外
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難
で
あ

れ
ば
、
特
例
的
に
入
所
可
能
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す（
4
月
か
ら
）▼
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
な
ど
が
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を
利
用
し
た

際
の
食
費
・
居
住
費
を
補
て
ん
す
る

「
補
足
給
付
」の
要
件
に
貯
金
な
ど
の

資
産
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
申
請
時
に

は
貯
金
額
や
有
価
証
券
な
ど
の
内
容

を
記
載
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す

（
8
月
か
ら
）

　
な
お
、
介
護
保
険
に
関
す
る
広
報

紙
を
市
内
の
全
世
帯
に
、
介
護
保
険

制
度
な
ど
に
関
す
る
冊
子
を
65
歳
以

上
の
方
が
い
る
世
帯
に
配
布
す
る
予

定
で
す
。

問
介
護
保
険
課
介
護
給
付
係
・
内
線

1
4
4
0

　
満
70
歳
以
上
の
都
民
の
方
に
は
、

申
し
込
み
に
よ
り
都
営
交
通
・
都
内

を
走
行
す
る
民
営
バ
ス
等
が
利
用
で

き
る
シ
ル
バ
ー
パ
ス
を
発
行
し
ま
す
。

●
パ
ス
の
有
効
期
間
　
発
行
日
か
ら

平
成
27
年
9
月
30
日（
水
）ま
で

●
対
象
者
　
都
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
満
70
歳
以
上
の
方（
寝
た
き
り

の
方
を
除
く
）

●
費
用
　
下
表
の
通
り

●
申
込
方
法
　
誕
生
月
の
初
日（
1

日
が
誕
生
日
の
方
は
前
月
の
初
日
）

か
ら
申
し
込
め
ま
す
。
必
要
書
類
を

持
っ
て
、
最
寄
り
の
バ
ス
営
業
所
等

の
シ
ル
バ
ー
パ
ス
発
行
窓
口
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

行
政
手
続
制
度
が
変
わ
り
ま

し
た

　
国
民
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
た

め「
①
違
法
行
為
の
是
正
を
求
め
る

行
政
指
導
の
中
止
等
」「
②
違
法
な
事

実
を
是
正
す
る
処
分
や
行
政
指
導
」

を
求
め
る
手
続
き
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
①
は
違
法
行
為
を
是
正
す
る
た

め
の
行
政
指
導
を
受
け
た
当
事
者
が
、

そ
の
行
政
指
導
が
法
律
の
根
拠
に
合

わ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
書
面
に
よ

り
中
止
等
を
求
め
る
も
の
で
す
。
②

は
違
法
な
事
実
を
知
っ
た
第
三
者
が
、

そ
れ
を
是
正
す
る
権
限
が
あ
る
市
長

な
ど
に
対
し
、
是
正
す
る
た
め
の
処

分
や
行
政
指
導
を
す
る
よ
う
書
面
に

よ
り
求
め
る
も
の
で
す
。
く
わ
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
▼
制
度
の
概
要
＝
文
書
法
政
課
・

内
線
2
6
1
6
▼
手
続
き
＝
処
分
や

行
政
指
導
の
担
当
課

問
東
京
バ
ス
協
会
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専

用
電
話
☎
0
3（
5
3
0
8
）6
9
5

0〔
午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）〕

契約旅行代理店名 所在地 電話
読売旅行立川営業所 曙町1-15-1 谷ビル3階 ☎（523）1491
日本旅行東京多摩支店 曙町1-21-1 立川クレスト・ロータスビル3階 ☎（527）9462
近畿日本ツーリスト
首都圏西団体旅行支店 曙町1-25-12 曙オリンピックビル6階 ☎（847）6161

JTB首都圏
トラベルゲート立川 曙町2-5-1 伊勢丹ビル1階 ☎（521）5510

近畿日本ツーリスト個人旅
行販売立川北口営業所 曙町2-7-20 MAビル2階 ☎（526）2211

立川観光 曙町2-13-10 ☎（522）8184
トップツアー立川支店 曙町2-22-20 立川センタービル11階 ☎（528）3111
JTBコーポレートセールス
法人営業西東京支店 曙町2-42-1 パークアベニュー 8階 ☎（521）5550

名鉄観光サービス立川支店 錦町1-8-7 立川錦町ビル4階 ☎（529）3711
トラベルエース東京 砂川町8-6-2 ☎（538）2081
立川バス 高松町2-27-27 ☎（524）3111
西武バス立川営業所 高松町2-38-9 ☎（524）0851
京王観光立川支店 錦町2-4-2 CB立川ビル5階 ☎（525）3991
スタービジョン 富士見町7-21-3 ☎（526）3141

※クラブツーリズムの受け付けは、近畿日本ツーリスト個人旅行販売立川北口営業所での取
り扱いとなりました。

東京都シルバーパス
対象者 費用

①平成26年度の住民税が「課
税」で、③以外の方

10,255円
（4月～9月発行分）

②平成26年度の住民税が「非
課税」の方

1,000円③平成26年度の住民税が「課
税」で、平成25年の合計所
得金額が125万円以下の方

※6月の賦課決定前は平成26年度の書類で可。

介
護
保
険
の
制
度
改
正

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
新
規
発
行

　対象機器と助成金額は表１・２の通り。１機器につき1回のみ申請でき
ます。申請できるのは平成27年４月１日以降に、市内の個人用住宅に自
家用として未使用の対象機器を設置したか、設置済みの住宅を購入して、
対象機器を所有している方。賃貸住宅の場合は所有者の許可が必要です。
問環境対策課・内線2249

　市内在住の65歳以上の方を対象
に国内旅行の費用を一部助成します。
海外旅行には利用できません。
●対象　市内在住でグループ（2人以
上。夫婦、家族でも可）の旅行に参
加する65歳以上の方
●助成額　年度にどちらか1回①日帰
りの旅行＝1人につき1,000円②宿泊
の旅行＝1人につき2,500円

●申請方法　市が契約した旅行代理
店（下表）で予約を行った後、旅行日
前で、代金を支払う前までに申請が
必要です。予約の際、この助成を受
けたい旨を必ず伝えてください。
●申請窓口　高齢福祉課（市役所1階
３番窓口）、窓口サービスセンター（女
性総合センター 1階）、各福祉会館
問高齢福祉課高齢者事業係・内線1
476

　4月分〜平成28年3月分の国民年金保険料は月額15,590円
です。保険料の納め忘れがあると、将来受け取る年金が少な
くなるだけでなく、年金が受けられなくなる場合もあります。
保険料は日本年金機構から送られる納付書で金融機関・郵便
局・コンビニエンスストアで納めてください。また、クレ
ジットカードやインターネットなどを利用しての納付や割引
制度もある口座振替もあります。
問立川年金事務所☎（523）0352

表１　太陽エネルギー利用機器設置費補助金（※1）
助成対象機器 助成金額

住宅用太陽光発電システム
（電気）

25,000円に最大出力kW(小数点以下第3位を四捨五
入）を乗じて得た額（4kW、10万円が上限）

住宅用自然環境式太陽熱
温水器（給湯）

4,500円に集熱器の面積(小数点以下第3位を四捨五
入)を乗じて得た額（4㎡、18,000円が上限）

住宅用強制循環式ソーラー
システム（給湯・暖房）

8,250円に集熱器の面積(小数点以下第3位を四捨五
入）を乗じて得た額（6㎡、49,500円が上限)

※1　予算1,800万円。なくなり次第終了。申込順
表2　住宅用高効率給湯器等設置費補助金（※2）

助成対象機器 助成金額
住宅用CO2冷媒ヒートポンプ給湯器(エコキュート) 30,000円
住宅用ガス発電給湯器（エコウィル）
家庭用燃料電池コージェネレーションシステム（エネファーム） 50,000円
※2　予算300万円。なくなり次第終了。申込順

CO2排出を削減する機器の設置費を補助

グループ旅行高齢者支援事業

国民年金保険料をお知らせします

平成27年度国民年金保険料と割引額
支払方法 保険料 割引額

納付書（毎月）
	 15,590	円 	 0	円

口座振替（通常）毎月（翌月振替）

口座振替（早割）毎月（当月振替） 	 15,540	円 	 50	円（月額）

納付書半年前納（前期・後期） 	 92,780	円 	 760	円（半年）

口座振替		半年前納（後期） 	 92,480	円 	 1,060	円（半年）

納付書1年前納 	 183,760	円 	 3,320	円（１年）
▷納付書による１年前納・半年前納(前期）の納付期限＝４月30日▷口座振
替による後期前納の振替日＝11月２日

平成27年度

問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ
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凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）
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表１　依頼会員出張入会説明会日程

会　場 日　　程
（時間はいずれも午前10時30分〜正午）

女性総合センター 5階
4月14日、6月9日、7月14日、8月11日、
9月8日、10月13日、11月10日、平成28年
1月12日、2月9日、3月8日の火曜日

ひまわり子育てひろば
（砂川学習館内）

5月20日、7月15日、9月16日、11月18日
平成28年1月13日、3月16日の水曜日

表2　事業説明会・援助会員養成講習会日程
日　程 内　容

事
業
説
明
会

 5 月12日㈫
午前10時30分〜正午

事業説明（センターの仕組みや
活動の様子など）

援
助
会
員
養
成
講
習
会

 6 月10日㈬
①午前 9 時45分〜正午
②午後 1 時30分〜 3 時30分

①子どもとの関わり方で大切な
こと

②子どもの安全と応急手当
 6 月11日㈭
③午前 10 時〜正午
④午後 1 時30分〜 2 時
⑤午後 2 時〜 3 時30分

③子どもたちの今と子育て支援
の必要性

④養育家庭について
⑤子どもの栄養と食事

 6 月15日㈪
⑥午後 1 時30分〜 3 時30分 ⑥子どもの発達と病気

 6 月16日㈫
⑦午前 10 時〜正午
⑧午後 1 時30分〜 4 時30分

⑦発達の気になる子どもの受け
入れと対応

⑧子どもの遊びと遊ばせ方ほか

皆さんのご意見を
お寄せください

市は、本号の３面でお知らせした通り、第４次長期総合計

画を策定しました。今後、同計画のもとで個別計画を策定し、

さまざまな事業を行っていきます。このたび、22の個別計

画策定に向けて、その案を公表するとともに、市民の皆さん

の意見募集（パブリックコメント）を実施します。多くのご意

見をお待ちしています。なお、寄せられたご意見は集約後、

市ホームページ等でお知らせします（各個別計画の概要は

6・7面に掲載）。

各計画（案）をご覧になるには
各計画（案）のくわしい内容は、４月

10日㈮から市ホームページのほか、

各担当課の窓口、市政情報コーナー

（市役所３階）、女性総合センター、子

ども未来センター、各地域学習館、各

市立図書館でご覧になれます。

市ホーム
ページ

トップページにパ
ブリックコメント
の専用フォーム
があります。右QR
コードからアクセス可。

Ｅメール
各記事中に記載しているメー
ルアドレスにお送りください。

郵送
〒190-8666（住所記入不要）、宛
名は担当課をご記入ください。

ファクス
各記事中に記載しているファ
クス番号にお送りください。

直接
窓口へ

各記事中に記載している窓口
でお渡しください。午前８時
30分～午後５時（土曜・日曜
日、祝日を除く）

❶立川市第２次学校教育振興基本計画
❷立川市第５次生涯学習推進計画
❸立川市第２次図書館基本計画
❹立川市第３次子ども読書活動推進計画
❺立川市スポ―ツ推進計画
❻立川市第３次文化振興計画
❼立川市第３次多文化共生推進プラン
❽立川市第６次男女平等参画推進計画
❾立川市第２次環境基本計画
❿立川市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画
⓫立川市下水道総合計画
⓬立川市総合都市交通戦略

各個別計画の概要は6・7面をご覧ください。

⓭立川市駐車場整備計画
⓮立川市第３次自転車総合計画
⓯立川市第２次観光振興計画
⓰立川市第４次農業振興計画
⓱立川市第３次地域福祉計画
⓲健やかたちかわ21プラン　第２次
（立川市第４次地域保健医療計画）
⓳立川市第５次障害者計画
⓴立川市第４期障害福祉計画
㉑立川市行政経営計画
㉒立川市第２次情報化計画

各計画案を作成しました

ご意見は、以下の方法で受け付けて

います。計画案名・住所・氏名を書い

て、４月30日㈭〔必着〕までにお寄せ

ください（書式は自由）。

ご意見の送付方法

計画の関係図

○○法

国／○○計画
東京都／△△ビジョン

立川市○○計画
〔平成27（2015）年度から〕

個別計画

今号で意見募集を行う個別計画

立川市第４次長期総合計画
〔平成27（2015）年度〜平成36（2024）年度〕

将来像：にぎわいとやすらぎの交流都市 立川

前期基本計画〔平成27（2015）年度〜平成31（2019）年度〕
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立川市下水道総合計画11
下水道における基本的な方針や施策の方向性
を示し、諸施策を計画的に推進するための計画
です。
現行計画がスタートした平成22年度から５
年間が経過するなか、流域編入等の事業内容の
一部が具体化するなど事業環境が変化してきて
います。そこで、これらを反映した計画に修正
するため、計画の改定を行いました。
第１章「計画の目的と位置づけ」、第２章「下
水道事業の概要」、第３章「基本理念と基本方
針」、第４章「主要な施策」で構成されています。
問下水道工務課計画係（市役所２階80番窓口）内
線2223Fax（524）2603 e gesuidoukoumu@city.t
achikawa.lg.jp

立川市総合都市交通戦略12
都市・地域総合交通戦略要綱に基づき策定す
るものです。都市活動とそれを支える交通ビジ
ョンの実現のため、関係機関・団体等と相互に
協力し、交通事業とまちづくりが連携した交通
施策について新たに取り組む基本方針や施策を
示しています。
第１章「はじめに」、第２章「交通と土地利用
に関する現状と課題」、第３章「交通と土地利用
に関する将来像」、第４章「交通と土地利用に関
する施策」、第５章「施策展開の基本方針」、第
６章「重点整備地区・市内全域で実施する施策
パッケージ」、第７章「評価・改善」で構成され
ています。
問交通対策課交通企画係（市役所２階77番窓口）
内線2280Fax（521）3020 e koutsuutaisaku@city.
tachikawa.lg.jp

立川市駐車場整備計画13
駐車場法に基づき策定する計画で、総合的な
駐車対策に取り組むため、需要と供給の現況お
よび将来の見通しを勘案し、駐車施策に関する
基本方針や施策を示したものです。
第１章「対象範囲」、第２章「駐車施策に関す
る基本方針」、第３章「路外駐車場の整備の目標
年次」、第４章「駐車施策に関する事項」、第５
章「主要な路外駐車場の整備に関する方針」で構
成されています。
問交通対策課交通企画係（市役所２階77番窓口）
内線2280Fax（521）3020 e koutsuutaisaku@city.
tachikawa.lg.jp

立川市第３次自転車総合計画14
自転車の安全利用の促
進及び自転車等の駐車対
策の総合的推進に関する
法律に基づき策定する計
画です。「自転車をいか
したまちづくり」の実現
に向け、交通ルールの遵
守やマナーの向上と歩行
者・自転車・自動車が安全かつ安心して利用で
きる環境の創出を基本理念とし、基本方針や施
策を示したものです。
第１章「計画策定の趣旨」、第２章「自転車利
用環境の現状と課題」、第３章「計画の基本理念
及び基本方針」、第４章「具体的な施策」、第５
章「施策展開にあたって」で構成されています。
問交通対策課自転車対策係（市役所２階77番窓
口）内線2285Fax（521）3020 e koutsuutaisaku@
city.tachikawa.lg.jp

立川市第２次観光振興計画15
魅力ある観光振興戦略の取り組みにより、ま
ちの「にぎわい」を創出するとともに、「住みた
いまち」「訪れたいまち」として選ばれ続ける立
川市を目指し策定する計画です。
第１章「計画の策定」、第２章「観光振興の動
向」、第３章「立川
市の現状」、第４章
「立川市における観
光振興の必要性」、
第５章「立川市が目
指す将来像」、第６
章「観光振興の基本
方針」、第７章「観
光振興戦略」、第８
章「計画の推進」で
構成されています。
問産業観光課観光振興係（市役所２階48番窓口）
内線2658Fax（527）8074 e sangyou-t@city.tachi
kawa.lg.jp

立川市第４次農業振興計画16
農業者の経営基盤の強化、市民と農業のふれ
あい、都市農地の多面的機能の周知などにより、
立川農業を振興するための個別計画です。
本計画は、「都市と共生する持続可能な都市
農業」を目指すべき将来像とし、その実現に向
けて、「都市農業の経営基盤とブランド力の強
化」、「市民との協働による立川農業の魅力発
信」、「都市農地の保全と多面的機能の周知啓
発」という３つの施策の柱で構成されています。
問産業観光課農業振興係（市役所２階48番窓口）
内線2649Fax（527）8074 e sangyou-t@city.tachi
kawa.lg.jp

立川市第３次地域福祉計画17
社会福祉法に基づき、地域福祉を推進するた
めに策定する計画です。「参加し、協働し、自
らつくるまちづくり」を理念とし、市と住民が
協働しながら地域づくりを進め、地域で支えあ
う「互助」の体制づくりをはじめとする「新たな
支えあい」体制の充実などの考え方や取り組み
を示したものです。
第１章「総論」、第２章「施策の展開」、第３章

「計画の推進体制」、「付属資料」で構成されてい
ます。
問福祉総務課地域福祉推進係（市役所１階2番
窓口）内線1491Fax（529）8676 e fukushisoumu@
city.tachikawa.lg.jp

健やかたちかわ21プラン　第２次
（立川市第４次地域保健医療計画）18
市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り
組むとともに、地域や世代間で互いに支え合い、
希望や生きがいをもっていきいきと暮らせるま
ちを実現するために、健康増進法に基づいて策
定する立川市の健康増進計画です。
生活習慣病の予防、生涯にわたる健康づくり、
保健・医療体制の整備など、市民の健康づくり
を推進・支援するための基本的な考え方や取り
組みを示しています。
第１章「計画の基本的事項」、第２章「市民の
健康をめぐる現状と課題」、第３章「計画の基本
的な考え方」、第４章「施策の展開」、第５章「計
画の推進体制」で構成されています。
問健康推進課業務係〔健康会館〕☎（527）3272Fax
（521）0422 e kenkousuishin@city.tachikawa.
lg.jp

立川市第５次障害者計画19
障害者基本法に規定さ

れる｢市町村障害者計画｣
で、市町村の障害福祉の
理念的な事柄をまとめた
ものです。平成25年9月
に国が示した「障害者基
本計画」を踏まえ、「障が
いのある人もない人も暮
らしやすい立川をつくる
条例（仮称）」の制定を見
込み、差別の解消および権利擁護の推進や相談
支援体制の充実を重点としています。
第１章「総論」、第２章「施策体系及び展開」、

第３章「計画の推進」で構成されています。
問障害福祉課障害福祉係（市役所１階1番窓口）
内線1516Fax（529）8676 e shougaifukushi@city.
tachikawa.lg.jp

立川市第４期障害福祉計画20
障害者総合支援法に基づく「市町村障害福祉

計画」で、厚生労働省が示した「基本指針」に則
り、障害福祉サービス、相談支援および地域生
活支援事業の提供体制の整備と円滑な実施を確
保するために、サービス種類・見込量、提供方
法などを定めたものです。
第１章「計画策定の趣旨と位置付け」、第２章

「立川市の障害者の現状」、第３章「障害者総合
支援法の概要」、第４章「障害福祉サービス等
の見込み量」、第５章「重点目標（数値目標の設
定）」、第６章「計画の推進」で構成されています。
問障害福祉課障害福祉係（市役所１階1番窓口）
内線1516Fax（529）8676 e shougaifukushi@city.
tachikawa.lg.jp

立川市行政経営計画21
市民サービスの維持・向上を最重要課題と掲

げ、効率的・効果的な行財政運営を進め、持続
可能で自立した自治体経営を推進することを目
的に策定する計画です。
少子化・高齢化の進展や生産年齢人口の減少

による人口構造の変化などに適切に対応し、長
期総合計画を円滑に推進するため、限られた財
源や人員などの経営資源を最適に配分すること
で、選択と集中による持続可能な行財政運営を
推進していきます。
第１章「行政経営計画の概要」、第２章「これ

までの取組経過」、第３章「行政経営計画の基本
的視点」、第４章「取組方針」で構成されていま
す。
問行政経営課（市役所２階43番窓口）内線2703
Fax（521）2653 e g-keiei@city.tachikawa.lg.jp

立川市第２次情報化計画22
立川市の情報化に関する施策を計画的に推進

するために、基本的な考え方や取組内容を示し
たものです。本市を取り巻く環境やICT（情報
通信技術）の利用環境の変化を踏まえ、情報化
施策を各施策目的の実現に貢献するための分野
横断的な課題としてとらえてまとめています。
第１章「第２次情報化計画の策定」、第２章

「情報化施策における基本方針」、第３章「個別
実施事業」、第４章「計画の推進体制」、第５章
「資料編」で構成されています。
問情報推進課推進係（市役所３階）内線3205Fax
（523）2162 e jouhousuishin@city.tachikawa.
lg.jp

自転車運転免許証制度

立川フラメンコ

障害者スポーツ大会
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立川市第２次学校教育振興基本計画1
教育基本法に基づき、立川市の学校教育の目
指すべき方向性や、重点的、計画的に取り組む
べき施策等を定めた計画です。今後５年間を見
据えた学校教育の方向性として「学校教育の充
実」、「教育支援と教育環境の充実」、「学校・家
庭・地域の連携による教育力の向上」を基本方
針として掲げ、９つの基本施策に基づき計画的
に事業を展開していきます。
第１章「計画策定の基本的な考え方」、第２章

「計画策定にあたって」、第３章「計画の体系」、
第４章「事業の展開と今後の方向性」、第５章
「計画の推進にあたって」、資料編で構成されて
います。
問教育総務課庶務係（市役所2階63番窓口）内線
2464Fax（528）1204 e kyouikusoumu@city.tachi
kawa.lg.jp

立川市第５次生涯学習推進計画2
「市民の共学・協働に育まれたまちづくり」を
実現するため、これからの時代にふさわしい生
涯学習のあり方について、基本的な考え方を示
したものです。学びの場の提供を通じて市民の
交流や生きがいづくりに寄与するとともに、地
域の学習拠点である地域学習館の職員がコーデ
ィネーターとして学習の成果をまちづくりや地
域課題の解決につなげていく取り組み等を示し
ています。
第１章「立川市の生涯学習推進計画」、第２
章「国及び東京都の動向、」第３章「現状と課題」、
第４章「計画の概要」、第５章「計画の内容」、第
６章「計画の推進にあたって」、第７章「資料編」
で構成されています。
問生涯学習推進センター管理係〔女性総合センタ
ー4階〕☎（527）5757Fax（528）6806 e shougai-su
ishin@city.tachikawa.lg.jp

立川市第２次図書館基本計画3
多様化する利用者ニーズに対応できるサービ
ス体制の確立や図書館内の環境改善など、利用
者の利便性向上に向けて図書館機能の強化を図
るための基本計画です。
本計画は、「地域の情報拠点として、くらし
に役立つ身近な図書館」を基本理念とし、「資料
収集方針に基づいた計画的な蔵書構成」・「図書
館サービスの拡充」・「図書館の効果的な運営」
という３つの施策の柱に基づいて構成されてい
ます。
問図書館管理係〔中央図書館4階〕☎（528）6800Fax
（528）6806 e toshokan@city.tachikawa.lg.jp

立川市第３次子ども読書活動推進計画4
子どもの読書活動の推進に関する法律に基づ
き、子どもの読書活動の推進・読書環境の整備
を推進するため、基本的な考え方や取り組みを
示したものです。
現在の子どもの読書活動の状況や第２次計
画の取組状況と課題等を踏まえ、「（１）家庭や
地域での取組、（２）学校と学校図書館の取組、
（３）図書館の取組、（４）ハンディキャップ等の
ある子どもたちへの取組」を４つの柱としてい
ます。
問図書館サービス第二係〔中央図書館4階〕☎（52
8）6800Fax（528）6806 e toshokan@city.tachika
wa.lg.jp

立川市スポーツ推進計画5
市民の誰もが、いつでも、どこでも、いつま
でも、スポーツに親しむことができることを目
指している計画です。
第１章「計画策定の基本的な考え方」、第２章

「計画策定にあたって」、第３章「計画の体系」、
第４章「計画の取組事項」、第５章「計画の推進
にあたって」、資料編で構成されています。
問スポーツ振興課スポーツ振興係〔泉市民体育
館〕☎（529）8515Fax（534）5169 e sports@city.ta
chikawa.lg.jp

立川市第３次文化振興計画6
人々の心にゆとりや潤いをもたらし、まちを
活気づける力のある文化芸術の振興を推進し、
市民が世代を超えてより強く誇りと愛着を持て
るまちづくりを実現するために策定する計画で
す。市民、市民団体、教育機関、企業、行政等
さまざまな主体が、文化芸術振興の目標や方針
等に共通の認識を持ち、取り組みを進めること
としています。
第１章「立川市第3次文化振興計画策定の趣
旨」、第２章「到達目標」、第３章「取組方針」、
第４章「実施項目」、第５章「重点取組項目」で構
成されています。
問地域文化課文化振興係（たましんRISURUホー
ル2階）内線4502Fax（525）6581 e chiikibunka-t@
city.tachikawa.lg.jp
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立川市第６次男女平等参画推進計画8
性別に関わりなく一人ひとりが対等な立場で

社会に共に参画し責任を負う、男女平等参画の
ために必要な施策を、総合的に推進していくこ
とを目的に策定した計画です。本計画では、男
女が互いの人権を尊重し、平等に、豊かにいき
いきと暮らす男女平等参画社会の実現を目指し
ています。
第１章「計画の基本的な考え方」、第２章「計

画の基本テーマの設定」、第３章「基本テーマ
ごとの施策と事業」で構成されています。なお、
本計画の一部は「配偶者からの暴力の防止及び
被害者の保護等に関する法律」に基づく市町村
計画としても位置付けています。
問男女平等参画課男女平等参画係〔女性総合セ
ンター5階〕☎（528）6801Fax（528）6805 e danjo
byoudou@city.tachikawa.lg.jp

 立川市第２次環境基本計画9
立川市環境基本条例に基づき策定する、環境

への負荷の少ないまちづくりの指針となり、環
境の保全等に関する施策を総合的・計画的に推
進するための計画です。
第１章「計画策定の背景」、第２章「計画の基

本的事項」、第３章「計画の基本理念と目指すべ
き環境像」、第４章「環境像の実現に向けた取
組」、第５章「計画の推進体制・進行管理」、第
６章「立川市地球温暖化対策実行計画（事務事業
編）」、資料編で構成されています。
問環境対策課環境推進係（市役所２階79番窓口）
内線2243Fax（524）2603 e kankyoutaisaku@cit
y.tachikawa.lg.jp

立川市一般廃棄物（ごみ）処理基本計画10
「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」（廃棄
物処理法）の規定により、本市の区域内から発
生するごみの適正処理について長期的・総合的
視野に立った基本となる事項を定めた計画です。
本計画は、ごみの減量を進めるため、現在の

計画の達成状況を確認し、関連計画や法制度の
動向、社会情勢の変化に応じて本市が抱える課
題に対応していくため、改定を行っています。
第１章「計画の基本事項」、第２章「ごみ処理

の現状」、第３章「ごみ処理の課題」、第４章「基
本方針」、第５章「ごみ処理計画」、資料編で構
成されています。
問ごみ対策課ごみ減量推進係（総合リサイクルセ
ンター３階）内線6756Fax（531）5800 e gomitaisa
ku@city.tachikawa.lg.jp

皆さんのご意見をお寄せください
各計画（素案）の閲覧方法やご意見の送付方法は、５面をご覧ください。各計画案を作成しました

楽市内での世界ふれあい祭（世界各国の文化紹介やバザー等）

学校ビオトープでのヘイケボタルの幼虫放流
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問問い合わせ Faxファクス e Eメール HPホームページ

申・問健康推進課〔〒190−0011高
松町3−22−9健康会館内〕☎（527）
3272Fax（521）0422へ。電子申請
はHPhttp://www.shinsei.elg-
front.jp/tokyo/

申・問泉市民体育館〔〒190−0015
泉町786−11〕☎（536）6711、柴崎
市民体育館〔〒190−0023柴崎町6
−15−9〕☎（523）5770へ

〜5月1日㈮、午前10時〜午後5時（29
日は正午から、1日は午後4時まで）場
子ども未来センター問山﨑さん☎090

（4930）6928
●ドッグトレーナー・Wゆうこの無料し
つけ相談・里親会　福島原発20キロ
圏内犬猫救出プロジェクトが主催。わ
んちゃんについての疑問や悩みをお聞
かせください。フード、砂、猫トイレ、タ
オル等（中古可）の寄付も募集していま
す。直接会場へ時4月25日㈯午前11時
〜午後3時場ステッチマルシェ（柏町4−
77−1）問吉永さん e ysayori@gmail.
com
●介護職員初任者研修　NPO法人地
域福祉サービス協会が主催。平日週3日

（月曜・水曜・金曜日）の通学コース。今
までの2級ヘルパー研修と同じ時間数
で、2級と同等の資格が取れます対18
歳〜65歳の健康な都民の方時5月18日
㈪〜8月7日㈮場地域保健企画ビル（錦

事業所費56,995円（受講料、テキスト
代）定各24人（抽選）申最寄りの事業所
で申込用紙に記入の上、身分証等のコ
ピーと一緒に提出してください問同法
人☎（523）3552
●シャンソン発表会　立川シャンソン・
カトレアの会が主催。午後のひとときを
楽しんでください。直接会場へ時5月2
日㈯午後1時30分〜4時場女性総合セ
ンター師シャンソン講師・高関詢子さん
問中野さん☎（536）0088

会員募集

●中央ダンスサークル（CDC）　初心者
向けにダンスWTRCをメインに、楽しく
レッスンします。講師は久保ご夫妻。く
わしくは柴崎学習館でパンフレットを見
てください時月3回の火曜日、午後7時
から場柴崎学習館入1,000円月2,000
円申小

お

河
がわ

さん☎（524）3652

まちのお知らせ

●第1回菊作り講習会　立川菊花愛好
会が主催。初心者にも分かりやすく指導
します。さし芽から中鉢移植まで。秋に
は美しい花を楽しめます。菊花展は11
月1日㈰〜15日㈰に立川諏訪神社境内
で開催時4月25日㈯午後1時30分〜4
時場さかえ会館定20人（申込順）申松
本さん☎（524）2847
●押し花アート作品展&体験会　押し
花サークル四季が主催。草花を用いた
風景画やアレンジメントなどの作品を
展示します。小物の無料体験会も行い
ます。直接会場へ時 4月29日（水・祝）

町1−17−15）ほか費受講料60,000円、
教材代5,830円定24人（申込順）申徳田
さん☎（526）1899
●ひとり親のお父さんお母さんBBQを
しましょう　ひとり親の会 立川マザー
ズが主催。春の公園でBBQを楽しみま
せんか。無料開放日です対ひとり親家庭
の親子時4月29日（水・祝）午前10時30
分から場国営昭和記念公園費高校生以
上2,400円、小・中学生500円（BBQ食
材代ほか）定10組（申込順）申4月20日
㈪までに同会・篠原さん☎090（2247）
4188
●介護職員初任者研修（通学形式）　
NPO法人ケア・センターやわらぎが主
催時①5月8日〜7月15日（月曜・水曜・
金曜日コース）、②6月18日〜8月29日

（月曜・木曜・土曜日コース）、③7月29
日〜9月26日（月曜・水曜・木曜・金曜・
土曜日コース）場▷講義=同法人研修セ
ンター（錦町2−6−23）▷実習=同法人

この欄の情報の連絡・交渉は当事者間で。
市は関与しません。

市民高齢者2万歩ハイク

対60歳以上の市民の方時・場5月14
日㈭〔雨天時は5月28日㈭に延期〕、
午前9時30分までに泉市民体育館に
直接集合。コースは、泉市民体育館
〜諏訪の森公園〜日野市市民の森ス
ポーツ公園（昼食）〜万願寺中央公園
〜日野市大木島自然公園の約12km。
午後4時ごろ、日野市大木島自然公
園(多摩モノレール万願寺駅まで約
1km)で解散予定費20円（保険料）持
昼食、敷物、あるけあるけカードと2万
歩ハイク記録証(初参加の方は当日
配布)問泉市民体育館

硬式テニス教室（第Ⅰ期）
対18歳以上の市民の方時5月16日〜
6月13日の毎週土曜日（全5回）、①午
前9時〜11時②午前11時〜午後1時
場自治大学校庭球場費1,700円（保
険料）定各40人（抽選）申4月24日㈮

〔必着〕までに往復はがきに教室名、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電
話番号、テニス歴、希望時間（①か②、
いずれでもよい方は③）、返信用宛先
を書いて、泉市民体育館へ

自治大学校庭球場の貸し出し
5月〜6月分の利用申し込みを受け
付けます。応募多数の場合は抽選。申
し込みには、自治大学校の利用者登
録が必要です。新たに登録する場合
は、代表者の市内在住・在勤・在学が

確認できるものを持って泉市民体育
館へ▶対象=市内在住・在勤・在学で
構成する5人以上のグループ▶利用
日・時間=▷5月2日・9日の土曜日、午
前9時〜午後1時▷5月2日・9日・16
日・23日・30日、6月6日・13日・20日・
27日の土曜日、午後1時〜5時（1単位
4時間）▶利用料金=1単位1,600円▶
申込方法=4月17日㈮〔必着〕までに、
往復はがきに「自治大学校庭球場申
し込み」と希望利用日、利用時間、自
治大学校に登録された利用者番号と
チーム名、代表者氏名、返信用宛先を
書いて泉市民体育館へ。1グループ、1
か月につき、1単位まで。1単位ごとに
1枚の往復はがきに書いてください。

初心者ソフトテニス教室
直接会場へ対市内在住の小学4年生
〜中学生時5月3日〜6月7日の毎週
日曜日、午前10時〜正午（5月10日を
除く。全5回）〔予備日は6月14日㈰・
21日㈰〕場泉町庭球場費150円（保険
料ほか）持ラケット、テニスシューズ
問泉市民体育館

陸上教室
陸上競技の基本を学んで、体力向上、
走力アップを目指しませんか。直接会
場へ対市内在住の小・中学生時5月
10日、6月7日、7月5日、8月2日の日曜
日、午前10時〜正午（全4回。雨天中
止）場大山小持ランニングのできる服
装と靴、飲み物問立川市陸上競技協
会・飯塚さん☎090（6926）4673

市民体育大会

●ミニテニス（地区対抗の部）　時5
月24日㈰午前9時20分から場泉市民
体育館問ミニテニス協会競技部・西さ
ん☎（536）0718
●軟式野球（地区対抗の部）　時5月
10日〜6月7日の毎週日曜日場立川
公園野球場問野球協会・佐々木さん
☎080（6761）4686

　健診は該当月齢の翌月です。対象者には、個別に通知します。届いていない方
は、健康推進課へお問い合わせください。集団健診のため、発熱や体調不良、感
染症にかかっている場合はご遠慮ください。次回日程についてはご相談を。

乳児（３～４か月児）・１歳６か月児・２歳児歯科・３歳児健康診査

健康相談（個別予約制・電話で健康推進課へ）
●健康会館=４月16日㈭午後１時30分〜３時
総合健康相談（保健師・管理栄養士が相談に応じます）
●健康会館=５月12日㈫午前９時30分〜11時
栄養相談（管理栄養士が相談に応じます）

親と子の健康相談（午前９時３０分～１0時３０分・直接会場へ）
●健康会館=４月22日㈬ ●砂川学習館= ☆５月20日㈬
●健康会館=５月27日㈬ ●西砂学習館= ６月３日㈬
保健師・助産師・心理相談員・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
☆印の日は「子育てひろば」と合わせて開催します。
※心理相談員の相談は、原則予約制。空きがある場合は当日受付可。

胃がん・大腸がん・肺がん・結核検診 （午前中の指定した時間）
●柴崎福祉会館＝６月７日㈰ ●健康会館＝＊６月８日㈪、７月27日㈪
●若葉会館＝６月12日㈮ ●市役所＝６月14日㈰
●西砂学習館＝７月22日㈬ ●子ども未来センター＝＊７月23日㈭
●幸福祉会館＝＊７月24日㈮ ●砂川学習館＝７月26日㈰
＊印の日は、肺がん・結核検診は行いません。
▶胃がん検診=900円▶大腸がん検診=300円▶肺がん検診=X線のみ800円、X
線+喀痰=1,000円（いずれの検診も35歳以上の市民の方）▶結核検診=無料

（15歳〜34歳の市民の方）申電話、または電子申請で健康推進課へ
※申込締め切りは、6月の検診は5月1日㈮、7月の検診は6月12日㈮です。定員に
なり次第締め切りますので、お早めにお申し込みください。

休日急患診療所
（内科・小児科）	 ☎（526）2004
健康会館1階
▷日曜日・祝日=午前9時〜午後9時

歯科休日応急診療所	 ☎（527）1900
健康会館2階
▷日曜日・祝日=午前9時〜午後5時

立川市小児救急診療室	☎（523）2677
共済立川病院内
▷月曜・水曜・金曜日=午後7時30分〜10時
（祝日を除く）

休日・夜間診療 保険証を
忘れずに

スポーツ 健康

申込方法、費用などは立川市体育
協会のホームページへ。

検索

風しんの抗体検査・予防接種費
用を助成します

妊娠中に風しんに感染すると胎児が
先天性風しん症候群となる恐れがあ
ります。市は、下記の通り助成します。
●抗体検査　▶対象者=19歳以上の
妊娠を予定または希望している女性
▶検査費用=無料（全額公費負担）
●予防接種　▶対象者=19歳以上の
妊娠を予定または希望している女性
で、抗体検査の結果、低抗体価だった
方▶接種費用自己負担額=麻しん風
しん混合ワクチン5,000円、風しん単
抗原ワクチン3,500円
●実施期間　平成28年3月31日まで

●実施方法　市内の指定医療機関で
予約の上、実施してください。指定医
療機関は市ホームページに掲載。

市内医療機関夜間診療時間の
変更

「健康事業のお知らせ」3月25日号1
面に掲載したナビタスクリニック立川

（小児科）の月曜〜金曜日の診療時
間が、4月から「午後9時まで」から「午
後8時まで」に変更となりました。
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マークは、たちかわ市民交流大
学・市民推進委員会が主催する市
民企画講座（たちかわ☆きらきら
カード対象講座）

多摩川を親子で自然観察会	
河川敷にある植物や石を手に取って、
自然の不思議を体験します対小学4
年〜6年生と保護者時5月10日㈰午
前9時30分〜午後1時30分場多摩川
河川敷（日野市万願寺周辺）師東京大
学理学系研究科特任研究員・和田美
貴代さん費100円（保険料2人分）定
15組（申込順）申4月10日㈮から生涯
学習推進センター☎（528）6872へ

癒しのハーブ講座〜緑のある
生活

ハーブの正しい知識と利用方法を学
び、ハーブの寄せ植えを実演します時
5月12日・19日・26日の火曜日、午前
10時〜正午（全3回）場砂川学習館師
生涯学習市民リーダー・中川清美さ
ん費1,200円（材料代）定15人（申込
順）保若干名（1歳〜学齢前。おやつ・
飲み物持参）持筆記用具（5月19日は
レジ袋大2枚）申4月10日㈮から砂川
学習館☎(535)5959へ

憲法講座「憲法による国作り・
人作り」

昭和22年の施行当時、普及のために
各家庭に配布された憲法の解説資料

介護予防教室
●家でもできる体操教室　椅子に
座ってできる体操です対市内在住の
65歳以上で要介護認定未申請の方
時初回は5月15日㈮、6月〜平成28
年3月は毎月第1水曜日、午後1時30
分〜3時場総合福祉センター師健康
運動実践指導者・籔本隆子さん定25
人(抽選)申4月25日㈯〔必着〕までに、
往復はがきに住所、氏名(ふりがな)、
年齢、電話番号、返信用宛先を書いて、

ふじみ地域包括支援センター〔〒190
−0013富士見町2−36−47〕☎（540）
0311へ
●アクティブ体操　体力アップを目指
します対おおむね65歳以上の市民の
方時▷4月25日㈯午後1時30分から▷
5月6日（水・休）午後2時から（いずれ
かを選択）場高松学習館定各25人(申
込順)持動きやすい服装と靴、飲み物、
タオル申4月10日㈮からたかまつ地域
包括支援センター☎ (540)2031へ
●始めよう健康体操　身体のバラン
ス力を高め、足腰を強くする体操です
対市内在住のおおむね65歳以上の方
で、主治医から運動を禁止されてい
ない方時4月24日㈮午後1時30分〜
3時場子ども未来センター師整体師・
松島眞一さん定15人（申込順）申はご
ろも地域包括支援センター☎（523）
5612へ

ぴんぴんトレーニング
足腰に不安がある方を対象に、椅子
を使った体操を中心とした自宅でも
できるトレーニングです対65歳以上
で介護保険認定を受けていない市民
の方時・場下表（各全12回）申4月10
日㈮から高齢福祉課介護予防推進
係・内線1472へ

ママビクス&ベビーマッサージ
マッサージを通した赤ちゃんとのふ
れあいと、ママ向けのゆったり体操で
気分転換をしましょう対市内在住の
2か月〜6か月の乳児と保護者時5月
7日㈭・21日㈭、6月4日㈭・18日㈭、7
月10日㈮・16日㈭、午後1時30分〜
3時30分（全6回）場幸学習館師育児
アドバイザー・瀧昌江さん費1,600円
(体操用ゴムバンド代)定15組(申込
順)持動きやすい服装、バスタオル、飲
み物、大人は滑り止め付きの五本指
ソックス(裸足も可)申4月10日㈮か
ら幸学習館☎（534）3076へ

体験学習「多摩川の自然観察」
多摩川の河原を散策しながら、野草
や生き物を調べます対 市内在住の
方（小学生以下は、保護者同伴が必
要）時4月26日㈰午前10時〜午後1時

（小雨実施。荒天中止）場柴崎市民体
育館正面入口集合、立日橋下経由、た
まがわ・みらいパークで解散師立川
市文化財保護審議会会長・鈴木功さ
ん定20人（申込順）持歩きやすい服
装、雨具、帽子、飲み物（観察用の道
具、金づち、ルーペなどもあると便利）
申4月10日㈮から歴史民俗資料館☎
(525)0860へ

親子自転車教室

交通安全の話やDVD上映のほか、自
転車シミュレーターで交通ルールや
自転車の安全な乗り方を学びます。
反射材用品のプレゼントのほか、自転
車来場者で希望者に自転車マスター
ドライバー証を交付。立川警察署、立
川国立地区交通安全協会と市の共催
対市内在住の小学生と保護者(必ず
保護者同伴)時4月19日㈰午前10時
〜11時場立川警察署（緑町）定10組

（申込順）申4月18日㈯までに立川警
察署交通総務係☎(527)0110へ問
市交通対策課・内線2279

読み聞かせ講座〜入門編
絵本の持ち方・読み方・選び方などを
学びます対お子さんが通学している
小学校で絵本の読み聞かせをしてい
る方、予定している方時5月15日㈮午
前10時〜正午場中央図書館師図書
館司書定30人（申込順）申4月10日㈮
から中央図書館☎（528）6800へ

おもちゃの病院
子どもたちの物を大切にする心を育
てるため、壊れたおもちゃを修理し
ます。1世帯2点までで先着40点です。
壊れた部品なども一緒にお持ちくだ
さい。部品代がかかる場合は実費負
担です。直せないものもあります。直
接会場へ対 市内在住の方 時 4月25
日㈯午後1時〜3時場女性総合セン
ター問生活安全課消費生活センター
係〔女性総合センター内〕☎（528）
6801

春の矢川緑地周辺と地産地消
の中華ランチ

たちかわまちの案内人オリジナル観
光まち歩き。コースは、JR南武線西国
立駅集合〜矢川緑地〜矢川弁財天〜
子ども未来センター〜市内中華料理
店（昼食）時4月25日㈯午前9時30分
〜午後1時（予定）費1,300円（保険料、
昼食代ほか）定20人（申込順）申立川
観光協会☎（527）2700へ

「女性再就職サポートプログラ
ム」in立川

第1回再就職スタートアップコース。
再就職のためのビジネスマナーやパ
ソコンスキルを、演習を通じて学びま
す。東京しごとセンター多摩との共
催対女性の方（おおむね25歳〜54歳。

その他条件あり。くわしくはお問い合
わせください。東京しごとセンターの
利用登録が必要）時5月26日㈫〜29
日㈮、6月1日㈪、午前10時〜午後4時

（全5回）場女性総合センター定25人
（選考）保若干名（1歳〜学齢前）申4
月24日㈮までに東京しごとセンター
多摩☎042（329）4524へ

私らしく輝く!再就職へのファー
ストステップ

女性のための再就職支援セミナー。
自分らしい仕事の選び方、就職活動
の進め方を学びます。東京しごとセン
ター多摩と市の共催。セミナー終了後、
就業個別相談会を実施〔予約制。定員
10人（申込順）。1人約45分〕時5月11
日㈪午後1時〜3時30分場女性総合
センター師キャリアカウンセラー・那
須美和さん定50人（申込順）保9人程
度（1歳〜学齢前）申東京しごとセン
ター多摩☎042（329）4524へ〔東京
しごとセンターの利用登録が必要で
す〕

立川市役所ロビーコンサート
国立音楽大学学生による「ホルン四
重奏」。曲は「見上げてごらん夜の星
を」「ディズニーメドレー」ほか。直接
会場へ時4月15日㈬午後0時20分〜
0時50分場市役所1階多目的プラザ
問地域文化課・内線4501

講座

催し

シニア

ぴんぴんトレーニング

日時 会場 定員
（申込順）

５月12日〜７月28日㈫、午後２時〜３時30分 上砂会館 10人
５月13日〜８月５日㈬、午前10時〜11時30分＊７月１日㈬除く 幸学習館 15人
５月13日〜７月29日㈬、午後２時〜３時30分 若葉会館 10人
５月14日〜７月30日㈭、午前10時〜11時30分 錦学習館 15人
５月14日〜８月６日㈭、午後２時〜３時30分＊５月28日㈭除く 柴崎学習館 15人
５月15日〜７月31日㈮、午後２時〜３時30分 健康会館 15人

二十三夜サロン
認知症の方を介護するご家族などが
自由に意見を交換できるサロン。今
回は「知っててよかった認知症の基
礎知識」。直接会場へ時4月24日㈮午
後6時〜8時場ヴィラ・フェローホー
ムズ（富士見町2−36−43）問フェ
ローホームズ富士見相談センター☎

（526）1353

認知症相談会
介護の悩み、認知症やちょっとしたも
の忘れについてなど、気軽にご相談
ください時4月28日㈫午前10時〜正
午場市役所208会議室定4組(申込
順)申高齢福祉課在宅支援係・内線
1471へ

公証人に訊く「遺言・任意後
見ってなんだろう?」

遺言書や、判断能力が衰えても高齢
者の権利を守ることができる「任意後
見制度」について、分かりやすく説明
します対市内在住の方時4月22日㈬
午後1時30分〜3時場柴崎学習館師
立川公証役場公証人・金田茂さん定
50人（申込順）申ふじみ地域包括支援
センター☎（540）0311へ

を読み直し、改めて憲法の初心を学
びます。企画・運営は、錦法律を知る
会時5月14日・28日、6月11日・25日、
7月9日の木曜日、午後6時30分〜8時
30分場女性総合センター師弁護士・
中川瑞代さん費1,000円（資料代）定
30人（申込順）保5人程度（1歳〜学齢
前）申4月10日㈮から生涯学習推進セ
ンター☎（528）6872へ

BPプログラム〜赤ちゃんがきた!
母親と0歳児の赤ちゃんが一緒に参
加し、親子の絆を深めるプログラムで
す対生後2か月〜5か月の乳児（第1
子に限る）と母親時5月14日・21日・
28日、6月4日の木曜日、午前10時30
分〜0時30分（全4回）場子ども未来
センター師BPファシリテーター・加藤
洋子さん、松原玲子さん費778円(テ
キスト代)定12組（申込順）申4月10
日㈮午前10時から子育て支援事務室
☎(529)8664へ
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就学援助費の申請は4月20日
㈪までに

市内にお住まいで、国公立の小・中学
校に通学する児童・生徒のいる家庭
で、生活保護を受給しているか、受給
していないがこれに準ずる状態の世
帯に就学援助費を支給します。まだ
申請をしていない方は、忘れずに手続
きをしてください。なお、平成26年度
に支給対象となっていた場合でもあ
らためて申請が必要です申各学校と
学務課学務保健係（市役所2階61番
窓口）で配布している申請書に必要
書類を添えて、4月20日㈪までに直接
各学校事務室または学務課学務保健
係・内線2516へ

きこえとことばの相談と施設見
学

きこえやことばに心配のあるお子さん
（幼児、小学生）の学校生活を支援す
る教室です。いずれも直接会場へ（駐
車場あり）
●けやき台小「きこえとことばの教室」
　時4月25日㈯▷施設見学＝午前9時
〜11時▷相談=午後1時〜4時（受け
付けは午後3時まで）場けやき台小
●第七小「ことばの教室」　時6月27
日㈯場七小〔くわしくは「広報たちか
わ」6月10日号で〕
問けやき台小「きこえとことばの教
室」☎（536）9664、第七小「ことばの
教室」☎（527）3627

中砂保育園大規模改修工事説
明会

7月〜平成28年2月に行われる中砂
保育園大規模改修工事の概要やス
ケジュール等について説明会を開催
します。直接会場へ。車での来場はご
遠慮ください対中砂保育園児の保護
者、近隣にお住まいの方時▷4月17日
㈮午後7時〜8時30分▷4月18日㈯午
前10時〜11時30分場中砂保育園問

国制度の手当額が変更されま
す

国の制度である特別障害者手当・障
害児福祉手当・経過的福祉手当・特別
児童扶養手当・児童扶養手当の手当
額が、4月分から変更になります。この
手当額変更は、5月期以降の振り込み
に反映されます。くわしくはお問い合
わせください問▷特別障害者手当・障
害児福祉手当・経過的福祉手当=障
害福祉課・内線1510▷特別児童扶養
手当・児童扶養手当=子育て推進課・
内線1346

病児保育室をご利用ください
お子さんが病気やけがで通園・通学が
できないときなどに、病児保育室でお
子さんを一時的に預かります▶対象
＝生後4か月〜小学3年生のお子さん
▶保育時間＝午前8時30分〜午後5
時30分（土曜・日曜日、祝日、年末年始
等を除く）。利用するには各施設で事
前登録が必要です。くわしくは、それ
ぞれのホームページをご覧になるか、
各施設に直接、お問い合わせください。
●ぽけっと病児保育室　場幸町1−
11−3さいわいこどもクリニック内HP

http://saiwaikodomo.jp☎（536）
7333〔電話受け付けは月曜〜金曜日、
午後1時〜3時〕
●子ども診療所病児保育室ぱおぱお
　場錦町1−23−25立川相互病院付
属子ども診療所内HPhttp://www.t-
kenseikai.jp/kodomo-cl/☎（521）
2777〔電話受け付けは月曜〜金曜日、
午前8時30分〜午後5時30分〕
問保育課保育・幼稚園支援係☎（528）

4322

合同就職面接会・面接会直前対
策セミナー

いずれも対全年齢の求職者場立川商
工会議所（曙町2−38−5）
●面接会直前対策セミナー(事前予
約制)　時4月27日㈪午前10時〜正
午定30人（申込順）申東京しごとセン
ター多摩☎（329）4524
●合同就職面接会　面接を希望する
企業の数の履歴書を持って、直接会
場へ(参加企業10社程度を予定)時
4月27日㈪午後1時30分〜4時30分
(受付時間は午後1時〜3時30分)
問市産業観光課商工振興係・内線
2645

たまがわ・みらいパークの休館
旧多摩川小は、さらなる有効活用と
防災機能の確保のために改修工事を
行っています。たまがわ・みらいパー
クとして利用しているB棟も作業に入
るので、5月1日〜7月31日の間休館し
ます。ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします問子育て
推進課・内線1341

大規模小売店舗立地法に基づ
く地元説明会

（仮称）ららぽーと立川立飛（泉町）
の新設について、大規模小売店舗立
地法に基づく地元説明会を開催しま
す。直接会場へ時4月19日㈰・20日
㈪、午後7時〜8時30分場女性総合
センター問三井不動産株式会社☎03
（3246）3290、市産業観光課商工振
興係・内線2644

狂犬病予防集合注射（当日雨天の場合は中止になることがあります）
実施日 時間 会場 所在地

４月17日㈮ 午前９時30分〜11時15分 歴史民俗資料館敷地内 富士見町３−12−34午後１時15分〜３時 西砂学習館駐車場 西砂町６−12−10

４月18日㈯ 午前９時30分〜11時15分
子ども未来センター１
階テラス 錦町３−２−26

午後１時15分〜３時 市役所北側広場 泉町1156−９

４月20日㈪ 午前９時30分〜11時15分 若葉ケヤキモール１階 若葉町１−７−１
午後１時15分〜３時 曙三西公園 曙町３−22−18

お知らせ

エコパートナー認定講座
日 時間 講座 場所

４月25日㈯ 午前９時30分〜午後２時 野原で遊ぼう
野草のてんぷら 立川公園

５月24日㈰ 午前９時30分〜正午 ムシムシ探検隊 立川公園

６月13日㈯ 午後７時〜９時30分 ホタルを知ろう こんぴら橋会館
玉川上水

７月20日㈪ 午後２時〜９時 灯火観察 多摩川緑地炊飯場

８月１日㈯ 午前９時30分〜11時30分 玉川上水自然観
察会

こんぴら橋会館
玉川上水

保育課保育・幼稚園支援係☎（528）
4322

動物死体の収集
市は飼い犬・飼い猫などのペットの
死体は有料で、路上などで死んでい
る飼い主不明の動物死体は無料で
収集しています。また、ペットについ
てはご自身で直接、清掃工場（若葉
町4−11−19）に持ち込むこともでき
ます▷処理手数料=自分で持ち込む
場合は3,000円、収集を依頼する場
合は4,000円、収集の依頼は電話で
松浦商事㈱へ▷月曜〜金曜日（祝日
を除く）の午前8時30分〜午後6時☎
（535)6001▷月曜〜金曜日（祝日
を除く）の午後6時〜9時と土曜・日曜
日、祝日の午前8時30分〜午後9時
☎090(4618)4808問ごみ対策課☎
（531)5517

資源再生利用補助金第4期の
申請は4月20日㈪までに

市は、自治会・子ども会等の市内団体
が資源物を回収した際、回収量に応
じて補助金を交付しています。平成
26年度第4期の申請期限は、4月20日
㈪です。これを過ぎると、平成26年度
中に回収した資源物については補助
が受けられません。未申請の分がある
団体は期限内に申請してください。ま
た、集団回収を新たに行う団体を随
時募集しています。補助金を受けるた
めには、事前に団体登録が必要です。
ごみ対策課までご連絡ください問ご
み対策課☎(531)5518

地区計画原案の説明会
次の2つの地区計画原案の概要につ
いて説明します。直接会場へ。
●西国立駅西地区地区計画原案　時
4月16日㈭午後7時〜9時場子ども未
来センター201・202会議室
●立川駅北口西地区地区計画原案　
時4月17日㈮午後7時〜9時場女性総
合センター5階第3学習室
問都市計画課・内線2365

平成27年度の狂犬病予防集合注
射を下表の日程で行います。生後
90日を経過した犬の所有者は、狂
犬病予防注射を年1回接種させ、そ
の犬に狂犬病予防注射済票（通常
は市の窓口で交付。以下「済票」）
を着用することが義務付けられて
います。この集合注射では、注射と
済票の交付が同時に受けられま
す。市への登録が済んでいる犬の
飼い主の方には、お知らせのはが
きを送付しています。このはがきを
持って、都合のよい会場へお越しく
ださい。費用は、注射料が1頭につ
き3,100円、済票の交付手数料が1
頭につき550円です（平成27年度
から集合注射の料金が変わりまし

た）。また、平成27年度の予防注射
を動物病院で済ませている場合は、
会場で済票の交付を受けることが
できますので、必ず動物病院発行
の注射証明書をお持ちください（こ
の場合は、犬を連れてくる必要は
ありません）。集合注射ができない
場合は、委託動物病院で注射を受
けるとその場で済票の交付を受け
られます。くわしくはお問い合わせ
ください。
●新規登録（畜犬登録）　生後90
日を経過した犬は、市への登録が
必要です。未登録の場合は、各会場
でも登録手続きができます。登録
手数料は、1頭につき3,000円です。
問環境対策課・内線2244

たちかわエコパートナーになりませんか

4月17日㈮・18日㈯・20日㈪
狂犬病予防集合注射を実施

子どもたちに環境のことを教えた
り、一緒に体験したりしてみません
か。身の回りの環境への感性や観察
力を養い、自らの行動を考え、環境
の大切さを広めていける方を「たち
かわエコパートナー」に認定します。
市が実施する対象の講座（下表）を
受講してスタンプをためてください。
講座に参加するだけでも構いませ

ん。くわしくは、市ホームページやツ
イッターHPhttps://twitter.com/
eco_tachikawaをご覧ください▶
講座申し込み＝電話、または講座
名・日付・住所・氏名・電話番号を書
いて、Eメール、ファクスで環境対策
課環境推進係・内線2243Fax（524）
2603 e kankyoutaisaku@city.
tachikawa.lg.jpへ

※会場によっては十分な駐車スペースがありませんので、車での来場はお控えくだ
さい※会場への直接の問い合わせはご遠慮ください



11 立川市役所 （〒190-8666）立川市泉町1156-9  ☎（523）2111（代表）  Fax（521）2653平成27年（2015年）4月10日

凡例：対対象 時日時 場場所 師講師 費費用（記載がないものは無料） 入入会金 月月会費 定定員 保保育 持持ち物 申申し込み（記載がないものは午前8時30分から受け付け）

境対策課（市役所2階79番窓口）内線
2244へ

中学校教科用図書選定検討委
員

平成28年度から市立中学校で使用す
る教科用図書（教科書）を選定・検討
します。
▶対象=4月1日現在、20歳以上で中
学校教育に関心があり、平日の会議
に参加できる方。なお、引き続き3か月
以上市内に住所を有し、住民基本台
帳に登録されていることが必要です。
また、次に該当する方は応募できませ
ん▷教科用図書の著者・教科用図書
発行会社の社員とその配偶者・3親等
以内の親族▶定員=2人（選考）▶任期
=委嘱日から平成27年8月31日まで
▶応募方法=指導課（市役所2階）で
配布する所定の応募用紙（市ホーム
ページからダウンロードも可）に必要
事項と「次代のまちを担う中学生に身
につけさせたい力〜中学校教育を通
して」についての意見（800字以内）を

予=予約制 直=直接会場（先着順） =電話相談　※祝日はお休み

相談項目 相談日 時　間 場　所 連絡先

予法律相談
相続・金銭貸借等法律全般

第1〜第4月曜日 9:30〜正午 市民相談室

市民相談係
☎（528）4319

第1・第4木曜日

13:30〜16:30

女性総合セン
ター・アイム5階

第2木曜日 たましんRISU
RUホール5階

第3木曜日 市民相談室
予相続・登記・成年後見等 第1・3・4火曜日 13:30〜16:30

市民相談室

予税務相談
所得税、相続税、贈与税等 第2・第4水曜日 13:30〜16:25

予家事相談
夫婦間、親子間、離婚問題等

第 1 〜第4木曜日
第 1 ・第3火曜日 9:20〜正午

第2・第4火曜日 13:30〜16:10
予不動産相談
不動産の売買、賃貸借契約等 第2・第4水曜日 13:30〜16:30

予交通事故相談 第1水曜日 13:30〜16:00
予行政手続相談
在留資格・帰化、相続・遺言 第2火曜日 9:20〜正午

犯罪被害者等支援相談
月曜〜金曜日

8:30〜17:00
（正午〜13:00
を除く）

公益通報者保護相談
（外部通報窓口）
予人権悩みごと相談
不当な扱い、いやがらせ等 第1水曜日

9:30〜11:45
予行政相談
国等への苦情、要望等 第3水曜日

直 消費生活相談
契約トラブル、商品知識、架
空請求、多重債務

月曜〜金曜日
（第3木曜日は電話
相談のみ）

9:00〜16:00
（正午〜13:00
を除く） 女性総合セン

ター・アイム
5階

消費生活センター
☎（528）6810

予 カウンセリング相談
火・水・土曜日

（土曜日は電話相
談のみ）

13:00〜17:00 男女平等参画係
☎（528）6801

市役所☎（523）2111くらしの相談日程
相談項目 相談日 時　間 場　所 連絡先

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

予成年後見相談 第2土曜日

13:00〜16:00
総合福祉セン
ター

地域あんしんセ
ンターたちかわ
☎（529）8319

予法律相談 第3土曜日
社会福祉協議会
☎（529）8300予相続相談 第2・第4火曜日

予生活設計相談 第3火曜日
直 アルコール相談 第2・第4水曜日 社会福祉協議会

☎（529）8426直 ふれあい相談 木曜日

直 暮らし・仕事相談 月曜〜金曜日 8:30〜17:15
くらし・しごとサ
ポートセンター
☎（503）4308

予直 女性相談
月曜〜金曜日

8:30〜17:00
（正午〜13:00
を除く）

生活福祉課 生活福祉課・
内線1578

予直 母子相談
ひとり親家庭の相談 子育て推進課 給付係・

内線1345
子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
相
談

予直 子ども総合相談受付
どこに相談したらいいか分か
らない子どもに関する相談 月曜〜土曜日

9:00〜17:00 子ども未来
センター

子ども家庭支援
センター
☎（529）8566

予直 子育て家庭の相談
子育て家庭への支援の相談

子ども家庭相談係
☎（528）6871

予直 発達相談
子どもの発達が気になるとき 月曜〜金曜日 発達支援係

☎（529）8586
予 教育・就学相談
学校や家庭での悩み・就学
相談

月曜〜土曜日
（就学相談は第
2土曜日のみ）

特別支援教育課
相談係
☎（527）6171

子育て
ひろば 直 乳幼児期の相談 月曜〜金曜日 10:00〜正午

（一部午後あり）
子育てひろば

（児童館ほか）
子育てひろば担当
☎（528）4335

日
常
生
活
等

在
留
資
格
、

　 

外
国
人
相
談

中国語 第1・第4土曜日
13:00〜16:00

女性総合セン
ター・アイム
5階

たちかわ多文化
共生センター
☎（527）0310

英語・ポルトガル語 第2土曜日
英語 第3・第5土曜日
※第1土曜日は行政書士と生活相談員、第2・第3土曜日は行政書士、第4・第5土曜
日は生活相談員が対応

直

0180（994）223～5開催案内・レース結果

●4月16日〜19日（川崎記念全Rを
場外発売）　●4月20日〜22日（取手
FⅠ全Rを場外発売）

成人を祝うつどい実行委員
平成28年1月11日（月・祝）に開催する

「成人を祝うつどい」にスタッフとし
て参加できる方を募集します。青少年
健全育成地区委員などで構成する実
行委員会の一員として、事前の企画
や準備、当日の運営などに参加します
▶対象=市内在住・在勤で、平成27年
4月2日〜平成28年4月1日に成人を
迎える方、またはおおむね20歳〜25
歳の方▶募集人数=若干名▶応募方
法=5月8日㈮までに電話か、住所・氏
名・生年月日・電話番号を書いて、ファ
クスまたはEメールで子ども育成課青
少年係・内線1305Fax（528）4356 e

kodomoikusei@city.tachikawa.
lg.jpへ

援農ボランティア
都市農業を支えるお手伝いをしてみ
ませんか。援農ボランティアは登録制
で、市内の農家から依頼があった際に、
登録している方を紹介します。作業は
農家の指導を受けながら行うので、未
経験の方でも大丈夫です対農業に関
心があり、週1日〜2日程度活動できる
健康な方（市外在住の方も可）申電話、
または「援農ボランティア申し込み」、
住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別、電
話番号を書いて、はがきで産業観光課
農業振興係・内線2650へ

体験型農園 入園者（追加募集）
作付計画や、種・苗、農具などの用意 
は農園主が行うので、初心者でも安 
心して農作業を体験し、収穫できま 
す。1区画当たりの面積は約30㎡。利
用期間は平成28年1月まで（更新可。

車での通園はできません）▶とちの木
農園（西砂町6丁目、農園主・石塚保
さん）=1区画▶とのがやおかず畑（西
砂町6丁目、農園主・石塚和生さん）
=5区画▶ひまわり農園（若葉町2丁目、
農園主・鈴木豊さん）=5区画▶スマイ
ル農園（幸町5丁目、農園主・豊泉裕さ
ん）=5区画▶太陽農園（若葉町1丁目、
農園主・尾崎義彦さん）=5区画対原則
として市内在住で、利用期間内に継
続して農作業に取り組める方費先着
順1区画40,000円申5月29日㈮〔必
着〕までに、「体験型農園入園申し込
み」、農園名、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話番号を書いて、はがき（1世
帯1枚）で産業観光課農業振興係・内
線2650へ

第14回くらしフェスタ立川参
加団体

各参加団体は「くらしフェスタ立川実
行委員会」を構成し、来年2月に実施
するイベントを企画・運営します。実
行委員会は月1回実施予定。第1回は
5月13日㈬午前10時から女性総合セ
ンターで開催します対市内の団体・グ
ループ申5月1日㈮までに電話か、団
体名・代表者名・連絡先を書いてファ
クスで生活安全課消費生活センター
係〔女性総合センター内〕☎（528）
6801Fax（528）6805へ

環境フェア出展者
6月7日㈰に子ども未来センターで開
催する環境フェアの出展者を募集し
ます対市内または近隣で活動し、子
どもたちに体験を通じて環境への意
識を促すことができる団体または個
人の方申出展申込書（市ホームペー
ジからダウンロード可）に必要事項
を書いて、4月24日㈮までに直接、環

募集

書いて、4月30日㈭〔必着〕までに直接、
郵送またはEメールで指導課（市役所
2階62番窓口）内線2486 e shidou@
city.tachikawa.lg.jpへ

ファーレ立川アート写真コン
クール応募作品

多摩モノレール立川北駅周辺には
109の屋外芸術作品群「ファーレ立川
アート」があります。このアートを題材
とした写真コンクールを開催します。
最優秀作品には賞状と賞金5万円を
贈呈します申5月20日㈬までに、募集
要項（市ホームページからダウンロー
ド可。1人3枚まで）に必要事項を書い
て、郵送でファーレ立川アート再生実
行委員会事務局〔〒190−0022錦町3
−3−20市地域文化課内〕内線4501へ

NHKラジオ体操が立川にやっ
てきます。体操終了後、ポイント
レッスンがあります。直接会場
へ場六中グラウンド（雨天時は
泉市民体育館第1体育室）持室
内履き（雨天時）問スポーツ振興
課☎（529）8515

特別巡回
「ラジオ体操・
みんなの体操会」

4月19日㈰午前6時から

参加者
募集



〈交通〉「砂川五差路」バス停下車 徒歩2分
◆立川バス
立川駅北口２番乗り場「大山団地折返場行き」

「東中神駅北行き」「東中神駅入口止まり」
◆くるりんバス
女性総合センター前から「北ルート・右回り」
※ご来場の際は公共交通機関をご利用ください

苗木などの配布、花や植木の販売や
緑化イベントを通して、豊かな緑を守り・
増やし・育てる輪を広げ、うるおいのある

まちづくりにつなげます

苗木の無料配布

ステージの催し

ファーマーズセンターみのーれ立川

午前10時〜午後4時
（小雨決行、荒天の場合は中止）

国営昭和
記念公園

大山小

九小

玉川上水

五日市街道

砂川三番

砂川五差路

立川グリーンウィーク

● 緑のカーテンコンテスト表彰
● 殿ヶ谷十二支はやし連、中里神明囃

子連の皆さんのおはやし
● 関東草笛の会有志の皆さんの草笛コ

ンサート
● 園芸教室=午前と午後各１回
師東京都農林水産振興財団研究員

● くるりん・みーどりん・ウドラ・
センサスくんと記念撮影会

4月26日 日
北側広場（砂川町2—1—5）

緑の募金・緑の相談所
ファミリー向け木工教室
ブラインドサッカー体験
国勢調査 PRなどもあります。

問立川グリーンウィーク実行委員会事務局
（市公園緑地課緑化推進係内）内線2260

いずれも配布時間に
整理券と引き換えに苗木をさしあげます。

午前の部=午前10時から整理券配
布。 午 前11時25分 〜45分 の 間に
ゴーヤの苗（緑のカーテン用）240
セットを配布
午後の部=午後１時30分から整理券
配布。 午後３時20分〜40分の間に
ブルーベリー240株を配布

センサスくん ウドラ
ⒸUDOLLAND

防災体験
● 起震車による地震

体験（雨天中止）
● 防災食の配布

模擬店
緑化関連団体によ
る出店、ケータリン
グカー、 東日本 大
震災被災者支援の
ブースもあります。

展示・即売など
植木、盆栽、花の展
示・即 売。 立 川 産う
ど・野菜苗の直売。ト
ピアリーの展示。いけ
ばなの展示・体験。

グリーンウィーク
本部で台紙を配布、
先着400人。

スタンプラリーで
お花の種
プレゼント

コアラのトピアリー

みーどりん
ⒸJA東京みどり

植木の
無料配送

立川植木生産組
合にて3,000円
以上購入で（立
川市内のみ）問総務課統計係（528）4353

　20歳〜75歳までの方ならどなたでも
登録でき、調査に従事いただいた場合は
報酬も支給されます。

　国勢調査キャラクター「センサスくん」が
やってきます。ちびっ子にはお菓子やグッ
ズのプレゼント（数量限定）。

統計調査員を募集します

センサスくんがやってくる ファーマーズセンター
みのーれ立川

広報たちかわ／2015年4月10日号

平成27年（2015年）4月10日（毎月10日・25日発行）

新年度を迎え、新1年生をはじめ子どもたちは
新たな生活が始まります。
通学時など子どもたちの安全を守りましょう。

子どもを交通事故から守ろう

※広告に関するお問い合わせは…総合広告代理店  フレックス株式会社℡042-528-1611へ

≪広告欄≫
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